
 

さわやかな五月の空のもと挨拶広がる子供たち 
 
校長　池井　康二　 
 

　さわやかな五月晴れの中、智頭小学校の校庭におそろ

いのカラーの鉢巻きを締め、６年生を中心に、力いっぱ
いの声を出して仲間の応援をしている児童の姿がありま
した。運動会総練習のひとコマです。勝ったチームは仲

間の健闘をたたえ、負けてしまったチームも共に悔しが
り、そこに学年の枠を超えた絆を感じました。どの色別
班も、高学年の児童を中心にそれぞれのカラーを輝かせ

ている姿を見て、子供たちの成長を感じることができま
した。 

先日全校集会で、校風について話をしました。日々の一つ一つのあたりまえの積み重ねが校風
をつくっていくこと。特に目指したいのが「さわやかなあいさつ広がる学校」であることを子供

たちに語り掛けました。 
挨拶の語源は禅の言葉の「一挨一拶（いちあいいっさつ）」と言われています。挨の字には「心

を開く」、拶には「心に近づく」という意味があるそうです。 
日本を代表する実業家であった松下幸之助氏が、挨拶の大切さについて端的に述べられていま

す。「誰が考え出したのでもない私たちの遠い祖先から伝わってきたこのあいさつというものは、
いわばお互いの毎日のくらしの潤滑油とでもいった、尊いはたらきを果たしているのである。」そ

れらの趣旨を子供たちにわかりやすく次のように伝えました。 
「校長先生は、毎朝、校門の前で登校してくる皆さんに挨拶をしています。最近少しずつみな

さんの声が大きくなってきていることをうれしく思っています。でもまだ、会釈だけ返す人や、

黙って通り過ぎる人もいます。挨拶は、簡単な言葉で「人と人とがつながれる」「会話が始まる」
「相手を安心させられる」とても便利なものです。だから、世の中の大人はみんな挨拶を大切に
しているのですよ。みなさんもぜひ校長先生と一緒にあじさい運動に取り組んで「さわやかなあ

いさつ広がる智頭小学校」の校風をつくっていきましょう。」 
 

「さわやかなあいさつ広がる智頭小学校」あじさい運動 

あ　相手に届く声で 

じ　自分から 

さ　さわやかに 

い　一礼を添えて 
 

　すると、翌日からあきらかに子供たちの挨拶が変わっ
てきました。話を聞くと、自分で挨拶を向上させた子も

いれば、学級で話し合って挨拶を考えた子もいました。
自ら挨拶の大切さを考え、気付き、実践をしていく子供たち。爽やかな五月晴れの空のような清
々しい気持ちになりました。 

児童会では、５月の生活目標を「あじさい作戦をがんばろう」と決めたようです。これからの
季節、子供たちがますます色鮮やかに地域で輝いていくことを期待しています。 
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 大人の学級会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 19 日(土)は今年度初めての参観日でした。多くの方にご参観いただきありがとうございました。

新しいクラスとなり、新しい担任と新鮮な気持ちで学習に向かう児童の様子を見ていただけたと思いま

す。その後の PTA 総会、学年懇談にも多くの参加をいただきました。今年度から PTA 組織が変わり、新

しい役職ができ、専門部は少ない人数での活動になります。早速この日、第 1 回目の専門部会が行われ、

年間活動計画を立てるなど、少ないながらも積極的な活動がなされていました。1 年間、よろしくお願い

します。 

 

 

 

 

本年度も「特別活動」の研究を中心に、学級活動の話合い活動に焦点を当て、児童 

の自己肯定感向上を目指しています。先日の職員研修では「大人の学級会」を実施し 

ました。先生たち自身が、学級会の進め方や意見の伝え方を実践することで、子供たち 

が安心して意見を出し合い、互いを尊重できる雰囲気づくりについて深く考える機会と 

なりました。 

 

児童会活動の一環として、異学年で構成された縦割り班での活動を大切にし 

ています。高学年のリーダーシップのもと、各班で遊びや清掃、様々な活動に 

協力して取り組む中で、子供たちが自主的に考え、主体的に行動する力を育ん 

でいます。 

 

コミュニティスクールとも連携し、子供たちが学校だけでなく地域の中で

も、自ら進んで気持ちの良い挨拶ができるように取り組んでいます。 

学校ボランティアさんなど地域の方々との交流を通して、子供たちは挨拶

の大切さを感じています。また、学校と地域が一体となり挨拶の輪を広げる

ことで、子供たちが地域の一員として、地域を愛し、誇りに思う気持ちも育

んでいきます。地域全体に笑顔があふれるよう、ご家庭でもぜひ、挨拶の声

かけにご協力をお願いいたします。 

 

 

今年度より、児童の安全確保の観点から、「児童下校時刻・予定表」 

の配布は、保護者および学校関係者のみとさせていただきます。 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

大人の学級会の様子 

PTA総会～今年度の役員さん紹介～ 
１年生 初めての参観日！ 4年生 保護者さんと息を合わせて 

○特別活動研究～｢話合いの力｣で自己肯定感を育む

～ 

○児童会活動～縦割り班活動～ 

遠足の縦割り班遊びで、考えを伝え合う様子 ○地域と手をつなぎ、笑顔で響き合う挨拶を 

朝の校門前、町保護司会の挨拶運動 


